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土質力学２演習

Exercise in Soil Mechanics 2

3AD 選択1単位

前期　月曜日　２時限　

教授 成田　国朝

成田　国朝　k-narita@aitech.ac.jp

成田　国朝　2号館5階508号室（地盤研究室）　

「土質力学２」（必修）の講義内容を確実に理解し、習得するために、講義と並行して補足説明と各種の計算演習を行う。内容的
には「土質力学２」の講義範囲（土のせん断強さ、斜面安定、土圧、支持力）に沿って進められるが、その前段としての「土質力学
１」の復習や、ブロックすべり(摩擦性塑性体)、モールの応力円表示の話も含めたい。「土質力学２」と併せて履修することが望ま
しく、単独の履修は許可しない。（学習時間：22.5時間）

　１回　「土質力学1」の復習1：間隙比、含水比、飽和度、密度と単位体積重量、土かぶり圧計算
　２回　「土質力学1」の復習2：全土かぶり圧、有効土かぶり圧、間隙水圧の関係
　３回　「土質力学1」の復習3：圧密現象、圧縮とせん断
　４回　「材料力学の復習」：外力と内力、垂直・せん断応力、応力・ひずみ関係、荷重形態
　５回　「モールの応力円表示1」：地盤内応力状態の表現、直角座標応力と主応力、応力円表示
　６回　「モールの応力円表示2」：応力円の極、図式解法、圧縮試験の応力状態
　７回　「摩擦・図心・滑動転倒1」：摩擦の理論・滑動問題（床の上のブロックすべり）
　８回　「摩擦・図心・滑動転倒2」：図心・荷重中心（図心の求め方、分布荷重の合力と着力点位置）
　９回　「土質力学2」中間試験１の解答解説との前半授業の復習
１０回　「摩擦・図心・滑動転倒3」：滑動・転倒の安全率（滑動と転倒の安全性評価）
１１回　「斜面安定」補足：円弧すべりとブロックすべり、無限斜面の安定、震度法
１２回　「土圧」補足1：ランキン土圧（すべり線網、亀裂深さ、自立高さ）
１３回　「土圧」補足2：クーロン土圧・擁壁の安定の復習、その他の土圧問題
１４回　「支持力」補足：支持力公式及びその使い方の復習、例題演習
１５回　★期末試験：授業中に行った小テストの総括

『土質力学ノート』地盤研究室編（栄進堂で販売）

『土質工学の基礎演習』川本眺万訳（技報堂）

＞「土質力学２」（必修）の講義内容を確実に理解し、３つの安定計算を的確に行えることが学習到達目標である。具体的には、
以下の能力を身につけて欲しい。
　（1）土の強度と安定解析に関わる用語の定義や関係式の力学的意味を正しく理解する。
　（2）設計計算に用いる関係式や手法を正しく理解し、問題解決に的確に使用できる。
　（3）計算して求めた数値を適切に整理・図表化し、報告書として的確に表現できる。
　（4）課題レポートを慎重に、かつ丁寧に作成し、期限内に提出できる。

＞毎授業とも講義時間の前半に解説を行い、後半の30分程度を使用して小テストを行う。教科書を使用して「土質力学２」の講義
で省略した部分を補足する場合と、別配布の資料に沿って解説する場合がある。
＞３つの安定問題（斜面安定・土圧・支持力）については学籍番号に応じて一人ひとりに数値を与えるレポートを課し、「土質力学
２」と共通の評価点とする。演習では計算や図化作業を行うので、授業には教科書・筆記用具以外に、電卓・定規・コンパスを常
に持参することが望まれる。

＞成績は毎授業中の小テストとレポート評価点、及び「土質力学２」の２回の中間試験の総合点で評価する。評価点の配分は、
期末試験と小テストの合計を40％、レポートを40％、２回の中間試験を20％とし、総合点の60％を合格ラインとする。欠席４回以
上は不合格とする。

＞演習を通じて授業内容の理解を深めるためには、自己学習として、特に自宅での復習（授業・演習内容の確認、解決困難だっ
た問題への再挑戦など）を堅実に実施することが望まれる。
＞毎授業の後半に実施する小テストが極めて低レベルの学生は、欠席と同じ扱いにする。また、３つのレポートを全て合格しない
と、演習は不合格であり、「土質力学２」の評価も極めて厳しくなる。
＞各種の伝達事項の連絡（講義変更・試験案内・成績発表等）には、成田のＨＰと土木の電子掲示板を使用する。質問・意見等
は随時受けるので遠慮なく研究室を尋ねてほしい。オフィスアワーは、学期ごとに成田のＨＰに表示する。

●この科目と学習・教育到達目標との関係
　（A）社会奉仕と国際貢献を思考する技術者の育成
　（B）技術者としての責任・倫理観の育成
　（C）実践的応用能力を目指した土木専門知識と技術の育成：【70％】
　（D）環境・生態系・情報技術等ソフト面の知識と技術の育成
　（E）柔軟な発想と創造力に基づく問題発見・解決能力の育成：【30％】
　（F）論理的思考を礎とするコミュニケ－ション能力の育成
　（G）技術者としての自主性と継続学習能力の育成

●学習・教育到達目標の達成度評価
学習・教育到達目標の達成度は、上記の関与度による評価に、「学習到達目標」に記載した目標の達成度を加味して総合的に
評価する。具体的には、成績評価において総合点が60％の合格ラインに達することで、目標（C）：【専門知識の習得】は達成され
たと考える。また、３つの課題レポートを80％以上の完成度で提出し、授業中の小テストに真面目に取り組み、一定の水準を満
たすことで、目標（E）：【問題解決能力】が達成されたと考える。


